
令和 8年度 第 2回運営推進会議議事録 記載日 令和 8年 6月 9日 

看護小規模多機能ホームやすらぎ   記載者 川添 真希 

議題 新入職員の紹介 

１．交流・行事・地域活動の実施状況 

２．利用者状況・サービス実施状況 

３．事故・苦情・感染症・相談受付報告 

４．まち+ともアプリのご案内 

５．地域の現状等情報交換・運営推進委員から

の助言・評価 

 

日時 令和 8年 6月 9日（火）開催  

出席者 

敬称略 

 

 

 

 

上中 3区 町内会会長            川本 祥平 

グループホームなごみの郷亀山        廣森 靖司 

三入・可部地域包括支援センター       片山 崇紀（欠席） 

看護小規模多機能ホームやすらぎ       川添 真希 大道 麻衣子 

広島市民生委員               藤原 照夫 

ご利用者ご家族代表             植田 美鈴（欠席） 

議事 １． 交流・行事・地域活動の実施状況  

   ❏ お誕生日のお祝い 4月 1名 

   ❏ やすらぎドライブツアー（第 3弾） 

❏ 虹カフェ withべべ＆シン♫ リサイタルショー  

   ❏  第 3回 まち+とも健幸フェア（ボランティア職員 5名 

                     利用者・家族参加） 

❏ 第 1回 にのみやグループ事業所対抗トマト大会  

❏ 広大看護学生 2年生実習生がきてくれました  

❏ 上中 2区町内清掃/べべさんより母の日プレゼント  

    

２． 利用者状況・サービス実施状況       

【看護小規模多機能ホームやすらぎ登録者利用者状況 】 

 

❏ 平均要介護度：3.6 

❏ 平均年齢/性別割合：86.6歳 男性 43.3％、女性 56.7％ 

   

 



  

＜新規利用者＞ 

・ターミナルケア 

・退院直後 

＜終了者＞ 

・ご逝去  12名 

2F（ラシュールメゾン

やすらぎ） 

入居者平均 12.0名 

3F  

自宅利用者 4月 13.8名、5月 12.9名 

連泊対応 3名 ※特養入居待ち 運営推進委員より承認を得た 

 

【サービス実施状況（1日平均人数・回数）】 

 
 

３． 事故・苦情・感染症・相談受付報告 

 
※転倒：6件、与薬：2件、外傷：3件、その他 1件 

レベルⅠ 3件、レベルⅡ 6件、レベルⅢ 2件、レベルⅣ 0件 

 

レベルⅢ以上のアクシデント報告 

＜事故状況＞ 

① 経口摂取不良で毎日点滴を施行している利用者。点滴漏れがあり、固

定テープを剥がす際 

  皮膚損傷を負わせてしまった 2件 

② 食後の歯磨き誘導の際、職員が歯ブラシを取りにその場を離れた。 

  その後物音が聞こえ、利用者が床に座っている状態であった 



＜対応策＞ 

① 高齢者は皮膚が脆弱であり、テープ固定を剥がす際は細心の注意とは

くり剤を使用する 

② 利用者の誘導時は、椅子に着座まで確認しその場を離れるよう周知徹

底 

ヒヤリハット報告 

・ 利用者の連絡帳へ家族よりコメントがあったが、確認忘れにより 

  食事の発注ができていなかった 

・ 3階利用者が 2階へ降りていた 

・ 定期訪問介護の時間が漏れていた 

・ 通い送迎時間遅れ   2件 

【相談受付状況】 

4月：3件 5月：8件 

＜内容＞ 

ターミナルケア目的 医療機関退院後よりラシュールメゾンやすらぎへ

入居 10件 

退院後自宅復帰    1件 

訪問看護のみ利用希望 1件 

 

４． 運営推進委員からの助言・評価、連絡事項 

【助言等】 

・ 町内会長川本様より 町内会の取り組みとしてこれまで土砂災害など

防災士のアドバイスにより取り組んでいるが、地震に対しての取り組

みについて考えていきたい。貴施設ではどのような取り組みをされて

いるか？ 

⇒ 

・職員について  

昨年度防災訓練の一環として、安否確認の伝言ダイヤルの使い方について

行った。一度限りでは習得できない部分であるため今年度も行う予定。 

インフラ機能への被害状況によるが、まずは安否確認を行うなど法人内の

BCPを活用するなど事業所での連絡体制は整えている。 

・自宅利用者について  

こちらも通信状況など加味して安否確認は行うが、被害状況によっては 

すべて訪問などで支援できない場合がある。災害時に備え酸素等を使用 

する利用者へ平常時から対応方法については指導説明を行っている。 

・同一建物内の利用者について 

昼夜を想定しこれまで防災訓練を行っているが、広い棟内である。最近で

は地震が日中発生した際は、全スタッフが分散しインカムを使用して動揺

なく安否確認をしていた。停電時には酸素濃縮器は使用できない。酸素ボ

ンベに切り替えるなど対応方法については日々物品の位置等は把握でき



 

る体制にしている。 

・地域住民について 

立地的にも収容できる状況ではあるが、行政や町内会等との情報共有は 

必須になる。 

地域の情報共有 

 

【連絡事項】 

・ 人事異動、採用者 看護職員 3名、介護職員 5名 

計 25名の体制となりました。 

・ 次回の運営推進会議 

令和 7年 8月 10日（月）10：00-10：30 

看護小規模多機能ホームやすらぎ館内 

                                以上 


